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開会式云一プカット‘

命名碑の除幕式 主催者挨拶をする笹山市長

夢

画伯の写真の前で次女の嘉納邦語さ‘乾豊彦乾汽船相談役と野呂梅田画廊社長

1 9 8 8 年1 2 月に、８５歳で他界された小磯良平画伯の遺作
展が、５月2 5 日( 土) より７月７日( 日) まで、兵庫県立近代美
術館で開催された。小磯画伯の画業を６期に分け初期か
ら晩年までの代表作に､ 未発表作品を加え､ 油絵画1 0 9 点、
素描、パステル画2 8 点と見ごたえある遺作展。２４日の開
会式には遺族の沢村・嘉納両姉妹も顔を見せた佃

小磯良平遺作展開く
ゆかりの兵庫県立近代美術館で

５月2 1 日､ 神戸リサーチパーク･ 鹿の子台の街ぴらき記
念式典が催された。笹山幸俊神戸市長の挨拶のあと、事
業概要が報告され、住民の代表者５名に市花・紫陽花が
贈られた。その後、神鉄道場駅前で、命名碑の除幕式、
記念植樹が行われ、街びらきに華を添えた。
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神
戸
に
来
て
、
そ
ろ
そ
ろ
五
年
に
な

り
ま
す
が
、
神
戸
ま
つ
り
に
参
加
す
る

こ
と
は
初
め
て
で
す
。
今
回
は
「
神
戸

っ
子
」
の
編
集
長
小
泉
美
喜
子
先
生
の

お
誘
い
で
、
参
加
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。参

加
し
て
見
る
と
、
観
客
で
一
隅
で

見
る
だ
け
の
楽
し
さ
と
全
然
違
い
ま
し

た
。
一
番
、
驚
か
せ
ら
れ
る
こ
と
は
、

観
客
が
、
人
の
波
、
人
の
渦
の
よ
う
で

す
。午

前
中
の
元
町
始
め
、
パ
レ
ー
ド
の

沿
路
は
勿
論
、
編
集
部
の
ビ
ル
の
前
に

も
、
い
く
つ
カ
メ
ラ
あ
る
か
、
数
え
ら

れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
百
九
十
万
人
と
報

道
さ
れ
た
が
、
百
九
十
万
人
も
い
な
い

ま
ち
な
の
に
、
ほ
ん
と
う
に
勢
い
の
凄

い
お
祭
り
で
し
た
。

ま
た
、
各
個
チ
ー
ム
の
真
剣
さ
、
情

熱
さ
も
街
中
に
溢
れ
て
、
日
本
人
は
伝

統
を
守
る
と
同
時
に
、
新
し
い
世
界
を

創
造
し
て
い
る
と
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

神
戸
は
自
然
に
恵
ま
れ
て
文
化
的
で

爽
や
か
な
、
お
酒
落
の
街
で
す
。
特
に

人
々
は
陽
気
で
優
し
い
の
は
印
象
的
で

す
。私

は
大
好
き
な
ま
ち
ｌ
神
戸
で
お
祭

り
に
参
加
す
る
こ
と
が
出
来
て
、
貴
重

な
想
い
出
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

上
海
か
ら
神
戸
祭
の

サ
ン
バ
パ
レ
ー
ド
初
体
験

朱
海
倫
（
留
学
生
適
訳
）

第２１回神戸まつり

愛まつ ' 〕あでやかに華麗に
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祁蕊§

所
在
地
東
灘
区
本
町
北
畑

口
阪
急
岡
本
駅
下
車
金
鳥
山
の
麓
上
一
キ
ロ

境
内
は
赤
く
染
り
、
甘
酸
っ
ぱ
い
匂
い
が
漂
う
。

樹
齢
一
○
○
年
以
上
と
い
う
楊
梅
に
カ
メ
ラ
を
向
け

た
時
、
偶
然
に
猪
が
落
下
実
を
食
べ
に
来
た
ほ
ん
の
数

秒
の
出
来
事
で
し
た
。

可’提 ﾛ

ｌ鶏
一

壱画

L g

雲謹窪
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エメリツク･ メールソンブティック〆ジーニアス･ ギャラリー1 階

一一＝－冬

入念に創られた､ 重味のあるシックな腕
時計を身につけるときの､ちょっぴりおすま
しになれる雰囲気は､ とても気分の良い
もので主かつ種ﾃ ﾝ ｨ ﾌ ｧ ﾆ ｰ やカルバ
ン･ クラインの腕時計をデザインした宝
飾品彫刻家エメリック･ メールソン氏の
作品は､ シックでエレガント。古き良き
時代のクラシックルックを保ちながら、
モードとしても新しさのあるデザインは、
あきのこないスタイルとして､ 世界中で評
価されていま支ジーニアスギャﾗ ﾘ ｰ の
ﾌ ﾐ ﾃ ｲ ｯ ｸ は、日本初上陸。パリのサン
ジェルマン店と同様、ジュエリーも展開
していま戎

呂土型＝

可
■

貧

』
Ｌ
軍
門
日
雫
同
男

ｆ

、

．･ ･ ･………･ ･…．…･…･１１５，０００円
ブ／スターリングシルバー／ｸ ﾛ ｺ グｲ ﾙ ）
…．．…･………….…･ 1 2 0 , 0 0 0円
ﾁ ／1 0 ミクロン金メッキ／オストリッチ）

ラブ・リンク･リング･………．.･･･…････２１３，０００円
（3 連／ゴールド／ダイヤ入り）

■
日
Ⅱ
冊
０
１
凸
ロ

※
表
示
価
格
の
３
％
を
消
費
税
と
し
て
別
途
頂
だ
い
い
た
し
ま
丈

羅雲
Ｉ可
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オ
リ
ッ
ク
ス
・
ブ
ル
ー
ウ
エ
ー
ブ
の

監
督
の
土
井
正
三
氏
は
神
戸
育
ち
。
オ

リ
ッ
ク
ス
は
今
季
よ
り
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ

ズ
を
神
戸
に
移
し
、
ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム
も

新
た
に
し
た
。
訓
年
ぶ
り
に
神
戸
に
、

オ
リ
ッ
ク
ス
の
監
督
と
し
て
帰
っ
て
き

た
土
井
氏
。
今
夜
は
対
西
武
と
の
熱
戦

の
あ
と
駆
け
つ
け
て
下
さ
っ
た
。

川
瀬
土
井
監
督
が
よ
く
北
野
店
で
一

人
静
か
に
伽
誹
を
楽
し
ま
れ
て
い
る
姿

を
拝
見
し
、
色
々
ゲ
ー
ム
の
構
想
を
お

練
り
に
な
っ
て
い
る
の
だ
ら
う
と
、
そ

っ
と
会
釈
だ
け
し
て
、
話
か
け
な
い
よ

う
に
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
姿
が
と
っ

て
も
絵
に
な
っ
て
い
る
ん
で
す
よ
。

土
井
私
は
単
身
赴
任
で
す
か
ら
、
ナ

イ
タ
ー
の
時
は
ｎ
時
頃
起
き
て
、
こ
ち

ら
で
瑚
排
と
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
や
グ
ラ
タ

ン
を
食
べ
て
今
日
一
日
の
試
合
の
推
移

を
み
よ
う
と
、
じ
っ
く
り
考
え
て
い
る

ん
で
す
。

川
瀬
私
は
ス
ポ
ー
ツ
番
組
を
み
る
の

が
大
好
き
な
ん
で
す
。
最
近
は
余
り
に

も
く
だ
ら
な
い
ド
ラ
マ
が
多
い
で
す
か

ら
。
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
も
み
て
い
る
と
、

そ
れ
は
ま
さ
に
、
台
本
の
な
い
ド
ラ
マ
、

人
生
の
縮
図
の
よ
う
な
も
の
を
感
じ
ま

す
。土

井
そ
う
い
う
見
方
を
し
て
頂
け
る

○
に
し
む
ら
別
排
文
庫
／
ゲ
ス
ト
土
井
正
一
一
一
氏

瑚
排
の
ん
で
頑
張
っ
て
／
・

オ
リ
ッ
ク
ス
監
督
を
迎
え
て

方
は
有
難
い
で
す
ね
。
や
は
り
経
営
者

的
感
覚
で
し
ょ
う
ね
。
僕
は
神
戸
を
離

れ
て
訓
年
に
な
り
ま
す
が
、
神
戸
は
や

は
り
と
て
も
い
い
で
す
ね
。
開
幕
し
て

神
戸
の
皆
様
に
期
待
し
て
頂
き
な
が
ら
、

い
き
な
り
五
連
敗
し
た
時
、
夜
食
事
に

街
へ
行
き
た
い
け
れ
ど
、
と
て
も
行
き

辛
い
（
笑
）
そ
れ
で
カ
ッ
プ
ラ
ー
メ
ン
を

す
す
っ
て
い
て
、
と
う
と
う
た
ま
り
か

ね
て
街
へ
行
く
と
、
フ
ァ
ン
の
人
々
が

「
ガ
ン
バ
レ
ー
」
と
声
を
か
け
て
下
さ

り
、
神
戸
の
人
は
優
し
い
で
す
ね
、
嬉

し
か
っ
た
で
す
。

川
瀬
土
井
さ
ん
に
お
聞
き
し
た
か
っ

た
の
で
す
が
、
か
つ
て
は
巨
人
の
名
二

塁
手
で
活
躍
な
さ
り
、
そ
の
後
巨
人
の

コ
ー
チ
、
そ
し
て
オ
リ
ッ
ク
ス
の
監
督

で
し
ょ
う
。
自
分
が
プ
レ
ー
し
て
い
ら

っ
し
ゃ
っ
た
時
と
、
現
役
監
督
と
し
て

ナ
イ
ン
を
動
か
し
て
行
か
れ
る
立
場
で

な
か
な
か
選
手
が
自
分
の
思
い
通
り
に

動
か
れ
な
い
時
、
思
わ
ず
自
分
が
代
り

に
や
り
た
い
よ
う
な
ま
る
で
足
裏
の
樺

い
の
を
靴
の
底
か
ら
か
い
て
い
る
よ
う

な
歯
捧
さ
を
感
じ
ら
れ
ま
せ
ん
か
？
そ

れ
に
ピ
ッ
チ
ャ
ー
へ
の
代
え
時
等
々
、

精
神
的
に
大
変
な
お
仕
事
で
す
ね
。

土
井
昭
和
弱
年
、
記
才
で
選
手
を
止

め
た
時
、
２
割
８
分
何
厘
で
し
た
か
ら

二
塁
手
と
し
て
は
合
格
点
な
ん
で
す
。

目
も
悪
く
な
い
し
、
体
の
動
き
も
シ
ャ

ー
プ
で
し
た
か
ら
、
後
２
年
は
と
思
っ

て
い
ま
し
た
が
球
団
の
都
合
で
コ
ー
チ

に
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
ん
で
す
。
そ

し
て
選
手
に
教
え
る
立
場
に
な
っ
た
ん

で
す
が
、
バ
ン
ド
一
つ
に
し
て
も
、
私

は
バ
ン
ド
の
成
功
率
９
割
と
い
う
成
績

だ
っ
た
ん
で
す
。
だ
か
ら
選
手
が
な
ん

で
こ
ん
な
簡
単
な
こ
と
が
出
来
な
い
か

と
思
う
ん
で
す
が
、
そ
れ
は
思
い
上
り

な
ん
で
す
。
子
供
の
時
か
ら
鎚
才
の
時

迄
釦
年
間
野
球
を
や
っ
て
来
た
の
で
す

か
ら
自
分
の
レ
ベ
ル
で
見
て
は
ダ
メ
な

ん
で
す
。
ま
だ
若
い
選
手
は
経
験
が
な

い
ん
で
す
か
ら
…
…
。

川
瀬
そ
の
通
り
で
す
ね
、
い
い
お
話

伺
い
ま
し
た
。
私
達
が
社
員
に
接
す
る

時
に
も
勉
強
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
に
し

て
も
土
井
さ
ん
は
伽
誹
が
お
好
き
な
ん

で
す
ね
。

土
井
僕
は
お
酒
を
飲
め
ま
せ
ん
の
で

と
に
か
く
伽
俳
が
好
き
で
、
グ
リ
ー
ン

ス
タ
ジ
ア
ム
に
行
っ
て
い
る
時
は
沸
か

し
た
の
を
最
低
５
杯
は
飲
ん
で
い
ま
す
。

で
も
自
分
で
豆
を
挽
い
て
た
て
る
と
い

う
こ
と
は
し
ま
せ
ん
の
で
こ
の
北
野
店

で
ゆ
っ
く
り
一
杯
の
伽
排
に
ス
ト
レ
ス

を
解
消
し
て
い
ま
す
。

川
瀬
神
戸
っ
子
達
が
応
援
し
て
お
り

ま
す
。
ど
う
か
頑
張
っ
て
下
さ
い
ね
。

（
あ
と
が
き
こ
の
対
談
の
翌
日
よ
り

オ
リ
ッ
ク
ス
は
大
差
で
連
勝
し
ま
し
た
）
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ルーフ・ル･ プらｆゲル紳言
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ガ
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ダイアナ

第Ｂ月曜・定休日

ゲルラン

l:剛iONPARI〈

ズリーヒルＴ
Ｖ
も
砿
話
吟
耐
剛
も
Ⅲ
に
も
な
い
．

そ
ん
沖
ｆ
小
さ
な
脇
に
・
力
Ⅱ
．

せ
め
て
・
週
間
で
も
い
い
か
ら
滞
在
す
る
の
が

私
の
バ
カ
ン
ス
の
夢
。

川
こ
え
て
く
る
の
は
●
波
の
か
り
風
の
そ
よ
ぎ
だ
け
。

デ
ソ
キ
チ
ェ
ア
に
の
ん
び
り
鯉
そ
く
っ
て

仏
ら
一
兆

本
岸
河
紅
ん
だ
り
徹
睡
ん
だ
り
。

お
収
が
す
い
た
尚
所
鮮
な
フ
ル
ー
ツ
を

飽
き
る
ほ
ど
食
べ
て
・

食
篠
ほ
青
く
樋
ん
だ
海
で
ひ
た
す
ら
泳
ぐ
曇

窄
と
海
と
太
鵬
と

本
々
の
ざ
わ
め
き
や
鳥
の
き
え
ず
り
、

あ
ふ
れ
る
自
然
の
な
か
で

ｎ
分
も
そ
の
・
部
に
な
っ
て
過
ご
す
Ⅲ
々
。

今
の
時
代
に
こ
ん
な
に
優
雅
で
蹄
沢
な
こ
と
っ
て
な
い
と
思
う
．

外
側
の
．
と
く
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
人
た
ち
は

バ
カ
ン
ス
の
遇
ご
Ｉ
涙
″
が
と
て
机
？
虹
手
だ
。

映
画
の
な
か
に
も
バ
カ
ン
ス
を
テ
ー
マ
に
し
た
も
の
が
た
く
さ
ん
あ
る
。

た
と
え
ば
ジ
ー
ン
・
セ
パ
ー
グ
が
蝉
猟
し
た

一
悲
Ｌ
み
よ
こ
ん
に
ち
は
」
は
、

南
ワ
ラ
ン
ス
の
バ
カ
ン
ス
で
の
出
来
小
を
取
り
胆
げ
た
も
の
。

エ
リ
ソ
ク
ー
ロ
メ
ｌ
ル
監
督
の

『
海
辺
の
ポ
ー
リ
ー
ヌ
』
や
「
緑
の
光
線
」
も
、

奥
の
バ
カ
ン
ス
と
蒲
い
女
の
屯
ｒ
の
拙
札
ろ
気
持
ち
を
テ
ー
マ
に
し
て
い
て

と
て
＃
暴
示
諦
継
垂
つ
た
．

一
旦
は
』
力
月
．
バ
カ
・
巽
ス
が
な
け
れ
ば

生
析
と
は
呼
べ
な
い
ほ
ど
、

休
暇
力
天
明
に
し
て
い
る
ヨ
ー
ロ
ッ
ハ
の
人
た
ち
、

兄
押
い
た
い
し
而
心
句
。

・
冊
の
本
と
水
汁
牽
ト
ラ
ン
ク
に
つ
め
て
、

夏
の
バ
カ
ン
ス
、
ど
こ
で
過
ご
し
ま
す
か
。

三愛
ｷ ｬ ﾝ 殉ツド･ ﾏ ｽ ﾐ ｼ ﾕ ｰ ｡ エタム
メイゾングレーアユージエ
ﾌ ｫ ｰ ﾋ ｯ ﾄ ｸ ﾗ プ･ ﾒ ﾂ
ベ ｵ . ﾄ ﾝ ﾘ ｰ ﾌ ﾉ ツト
ラヴーズアトモスフェー ﾙ
ﾊ ﾆ ｰ ﾊ ｳ ｽ ヴィッ当芦
ｲ ｰ ｽ ﾄ ﾎ ﾟ ｰ ｲ ｱ ﾗ ﾝ ･ ﾏ ﾇ ｷ ｬ ﾝ
べｵ . トン今グッズキャトルセゾン
ﾌ ェアリーハウスオブロヨご
ｻ ﾝ ｸ ｽ ･ ｸ ラブワコール
リップ ｽ ﾀ ｰ トリンプ
ペイトンプレイスラバブル
ヴィフミセラン
パルチリ』 ﾝ シエル
ロイスq ｸ ﾚ ﾖ ﾝ ペネトンインナー
アラプグレガツココ山岡

タカノ

ノ

クロードレマ
ミッシェル･ クラン

ポンフカヤ

神戸. 三宮さんプラザ､ センタープラザ3 Ｆ
琶戴時間３，１１００－０m 8 . 0 0 ＰＨＯＮＥロブB - a 白Ｅ－１ＳＳＢ
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これは神戸を愛する人々の雑誌です
あなたのくらしに楽しい夢をおくる
神戸を訪れる人にはやさしい道しるべ
これは神戸っ子の心の手帖です

７月号目次●１９９１．３６３
表
紙
（
故
小
幽
誓
艮
平
禽
】
作
ソ
Ｉ
Ｚ

セ
カ
ン
ド
．
カ
ハ
，
西
村
や
功

川
神
戸
っ
子
馴
／
前
川
由
木
子
・
蓬
莱
裕
史

脚
あ
る
集
い
／
神
戸
発
明
協
会
・
神
戸
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
グ
ッ
ト

ウ
ィ
ル
ガ
イ
ズ

Ｗ
コ
ウ
ベ
ス
ナ
ッ
プ
／
小
磯
良
平
遺
作
展
・
神
戸
リ
サ
ー
チ
パ

ー
ク
鹿
の
子
台
街
開
き

肥
カ
ラ
ー
ア
ル
バ
ム
／
馴
神
戸
ま
つ
り
晴
や
か
に

釦
神
戸
の
名
木
／
小
尚
杯
政
夫

別
私
の
意
見
／
清
田
弘
利

調
ポ
エ
ム
・
ド
・
コ
ウ
ベ
／
伊
藤
道
子

調
随
想
二
題
／
夏
日
ゆ
ら
こ
・
村
上
和
子

論
地
域
文
化
論
／
嶋
田
勝
次

調
連
載
え
つ
せ
い
／
文
‐
三
枝
和
子
絵
・
元
永
定
正

仙
引
須
磨
薪
能
に
よ
せ
て
／
〈
波
こ
こ
も
と
や
須
磨
の
浦
〉

文
・
信
太
周

躯
特
集
（
１
）
控
戸
ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン
ト
／
符
一
山
幸
俊

糾
特
集
（
Ⅱ
）
ア
ー
バ
ン
リ
ゾ
ー
ト
フ
エ
ア
／
下
村
繁
弘
・

メ
リ
ケ
ン
パ
ー
ク
／
今
武
田
則
明
・
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
・

六
甲
ア
イ
ラ
ン
ド
／
木
下
敏
郎
・
ハ
ー
バ
ー
ラ
ン
ド
／
嶋
田

勝
次
・
新
川
運
河
／
明
渡
蒸
輔
・
マ
リ
ン
ピ
ア
神
戸
／
平
尾

鉄
男
・
神
戸
沖
新
空
港

釦
エ
ッ
セ
イ
／
文
・
沢
田
勝
寛
／
マ
ン
ガ
・
高
橋
孟

腿
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
座
談
会
／
〈
神
戸
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
協
会
設
立

に
際
し
て
〉

鑓
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
／
関
学
柘
植
学
長

加
タ
カ
ラ
ヅ
カ
対
談
／
柴
田
情
宏
・
大
浦
み
ず
き
、
ひ
び
き
美
都

別
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ス
ポ
ソ
ト

制
神
戸
の
お
嬢
さ
ん
／
庚
瀬
恭
子
・
泉
貴
子

Ⅲ
ひ
ょ
う
ご
ウ
ォ
ー
ク
／
明
白
を
担
う
こ
こ
ろ
豊
か
な
人
づ
く

り
県
民
運
動
・
高
橋
孟

川
動
物
園
飼
育
日
記
／
ゾ
ウ
の
動
物
園
史
（
副
）
／
亀
井
一
成

腿
話
題
の
ひ
ろ
ぱ
／
刀
周
密
年
迎
え
コ
ー
プ
こ
う
べ
・
オ
ア
シ
ス

さ
よ
．
な
ら
コ
ン
ペ

剛
Ｋ
ｏ
ｂ
ｅ
Ｔ
Ｏ
ｐ
ｉ
Ｃ
Ｓ

脇
小
磯
良
平
遺
作
展
に
よ
せ
て

棚
Ｋ
・
Ｆ
・
Ｓ
ニ
ュ
ー
ス

剛
プ
ロ
フ
ェ
ッ
サ
ー
Ｐ
の
研
究
室
一
／
岡
》
田
淳

唖
神
戸
を
福
祉
の
町
に
／
橋
本
明
壷

剛
有
馬
歳
時
記
／
山
槻
会

期
神
戸
百
店
会
だ
よ
り

Ⅲ
モ
ダ
ン
カ
ル
チ
ャ
ー

叩
シ
ネ
マ
試
写
室
／
『
ミ
ラ
ー
ズ
・
ク
ロ
ッ
シ
ン
グ
』
／
淀
川
長
治

雌
ぴ
っ
と
い
ん

Ⅲ
ポ
，
ケ
ッ
ト
ジ
ャ
ー
ナ
ル

叩
神
戸
っ
子
倶
楽
部
会
員
睦
唄
報

Ⅷ
る
ぽ
る
た
Ｉ
じ
ゅ
神
戸
／
北
野
国
際
祭
り
／
文
・
有
井
基

Ⅲ
第
旧
回
神
戸
文
学
賞
佳
作
作
品
発
表

連
載
小
説
「
星
の
光
・
月
の
位
置
」
（
第
４
回
）

文
・
大
迫
智
志
郎
絵
・
田
中
一
好

面
小
磯
良
平
名
作
表
紙
絵
シ
リ
ー
ズ
／
嘉
納
邦
子

剛
連
載
エ
ッ
セ
イ
「
北
野
物
語
」

文
・
宮
本
豊
子
写
真
・
中
村
年
延

椛
海
・
船
‐
港
／
ウ
ォ
ー
タ
ー
ス
ラ
イ
ダ
ー

目
次
写
真
／
新
谷
誘
紀

カ
メ
ラ
・
米
田
定
蔵
・
池
田
年
夫
・
松
眉
豊
也
・
森
田
篤
志

Ａ
Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｅ
Ｐ
１
９
７
６

Ｂ
Ｙ
Ｙ
ｕ
ｋ
Ｉ
Ｓ
Ｈ
１
Ｎ
Ｔ
Ａ
Ｎ
Ｉ
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一
一

己

〆 － 、

人にやさしく自然にやさしく地球にやさし〈
。

神戸ボア
Ｉ ロックフィールド静岡ファクトリー

ノ

ド

声＝‐‐ ｒ－宛蓉埋可
一岨争一~ ー ~

L

官傾■

~ 1

画

株式会社ロック･ ブイ訓L 膿
本社／〒6 5 o 神戸市中央区明石町4 8 番地神戸ダイヤモンドビル5 Ｆ

ＴＥＬ，0 7 8 - 9 3 1 - 1 0 2 1 （代表）
、

＝

､ⅡＩ

直Ⅱ
ｊ１

１
４
口
■
且
■
０二iiijr匡１

私たちは静岡に新工場をつくりました。
また､ 守ってい力なければと思いま夫
人にやさＬく、自然にやさしく、地球にやさＬく
生きていきたいという私たちの思いを込必て、
新工場は創られ含Ｌた･
静岡の豊かな自然や､ 文化悪私たちを取り囲む
全ての環境にやさＬく、働く人たちだけでまく、
ここを訪れる全ての人たちに、
私たちはやきＬくありたいので灸

この工場で生産きれるﾌ ﾚ ｯ ｼ ｭ なサラダは、
私たちの誇りで灸
私たちは､ ２１世紀を目の前にＬて
あらた妙て「食」を通して文化に社会に
関わづていけることに感謝したいと思いま灸
そL 』て､ 私たちに､ 素晴らしい素材を提供Ｌてくれる、
太陽の光に､ 新鮮表空気に､ 澄んだ水に、
そして豊かな大地に、あらた抄て感謝したv , と思いま灸
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劃ＮＣＥ１８，５ＫＯＢＥ鐘 削仙Ｃ
ＭＡＣ社員一同
心火回U け崖ヨーＬＬ, . I

‐ －－ ~ －

H E A D O F F I C E 7 F N E W C E N T E R 1 - 6 - 2 2 ／S A N N O M 1 Y A - C H O C H U O - K U K O B E C l T Y O 7 8 - 3 9 2 - 1 6 5 1
S A N N O M l Y A M A C S A N N O M I Y A C E N T E R - G A I 1 0 7 8 - 3 9 1 - O 8 9 5
T H E B L A Z E R S H O P M A C T O R - R O A D O 7 8 - 3 9 1 - 0 8 9 6
D O L C E M A C S A N N O M l Y A C E N T E R - G A I 2 0 7 8 - 3 3 2 - 0 1 4 1
F E S T A M A C H l M E J I F E S T A 2 F O 7 9 2 - 8 9 - 4 7 3 8
B E N E T T O N M A C H l M E J l F E S T A 3 F O 7 9 2 - 2 2 - 1 3 3 3
ＢＥＮＥＴＴｏＮＭＡｃＡＫＡｓＨ１ＦｏＲｕｓ４ＦO 7 8 - 9 1 3 - 8 1 4 2
s u N v I o L A M A c T A K A R A z u K A s u N v I o L A 3 F O 7 9 7 - 7 1 - 4 8 3 0
p L E N T Y M A C S E l S l N P L E N T Y 2 F O 7 8 - 9 9 2 - 0 0 8 8
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i 蝿繍

１
３１
１

八
神
戸
市
会
厳
長
Ｖ

溝
田
弘
利

■
｜
私
の
意
見

国
際
化
と
神
戸

鶴篭

神
戸
は
開
港
以
来
、
人
、
物
、
情
報
が
出
入
り
す
る
国
際
港
湾

都
市
と
し
て
発
展
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

港
を
通
じ
て
の
世
界
各
国
と
の
交
流
、
あ
る
い
は
市
内
に
居
住

す
る
外
国
人
と
の
交
流
が
、
産
業
構
造
や
エ
キ
ゾ
チ
ッ
ク
な
ま
ち

づ
く
り
、
市
民
の
豊
か
な
国
際
セ
ン
ス
に
反
映
し
て
い
ま
す
。
神

戸
の
発
展
の
推
進
力
は
国
際
化
そ
の
も
の
で
あ
り
、
神
戸
の
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
は
国
際
性
に
あ
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
と

思
い
ま
す
。

国
際
化
を
進
め
る
こ
と
で
、
神
戸
の
産
業
や
文
化
が
刺
激
を
受

け
、
市
民
生
活
が
豊
か
な
も
の
と
な
り
、
都
市
の
活
力
を
高
め
、

都
市
整
備
を
進
め
る
大
き
な
力
と
な
り
ま
す
。

人
、
情
報
の
交
流
に
お
け
る
港
の
地
位
の
低
下
、
あ
る
い
は
東

京
へ
の
一
極
集
中
な
ど
神
戸
の
国
際
化
の
発
展
に
と
っ
て
マ
イ
ナ

ス
要
因
も
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
蓄
積
さ
れ
た
神
戸
の
優
位
性

を
生
か
し
つ
つ
、
さ
ら
に
国
際
化
を
推
進
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

神
戸
市
は
、
姉
妹
都
市
交
流
を
活
発
に
行
う
な
ど
海
外
と
の
都

市
外
交
に
努
め
る
一
方
、
外
国
人
が
暮
し
や
す
く
活
動
し
や
す
い

街
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
昨
年
五
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
神

戸
国
際
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
は
、
在
住
外
国
人
へ
の
市
政
・

生
活
情
報
の
提
供
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、
並
び
に
市
民
と
外
国

人
と
の
交
流
事
業
の
実
施
な
ど
国
際
交
流
の
拠
点
と
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
こ
の
三
月
に
神
戸
留
学
生
会
館
が
オ
ー
プ
ン
し
、
留

学
生
の
宿
舎
と
し
て
、
現
在
十
四
か
国
九
十
余
人
が
入
居
し
て
い

ま
す
。
こ
の
会
館
内
の
神
戸
国
際
交
流
プ
ラ
ザ
が
、
留
学
生
に
日

本
語
な
ど
を
教
え
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
応
募

者
が
殺
到
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

神
戸
市
民
は
開
放
的
、
積
極
的
で
進
取
の
気
性
に
富
ん
で
い
ま

す
。
ユ
ニ
バ
ー
シ
ア
ー
ド
神
戸
大
会
で
も
、
フ
ェ
ス
ピ
ッ
ク
神
戸

大
会
で
も
多
く
の
市
民
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
大
会
の
運
営
に

参
加
し
、
国
際
都
市
神
戸
の
力
を
大
い
に
発
揮
し
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
交
流
を
通
し
て
誠
お
互
い
に
文
化
の
違
い
を
理
解

し
、
信
頼
関
係
が
生
ま
れ
、
共
に
生
き
て
い
く
心
が
育
つ
と
思
い

ま
す
。
こ
の
心
こ
そ
国
際
化
の
基
本
で
あ
り
、
国
際
化
社
会
に
む

け
て
の
第
一
歩
で
あ
る
と
考
え
る
次
第
で
す
。

霞

…
》
鋳
鋼
鋳
鋼
騨
蝿
鴨
》

ロ
リ
Ｏ
Ｌ

傘
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村上多美・作
村上染飾工房

友禅･ ローケツ。
染め・金加工など
着物の技術を用い
インテリア額に応
用しました。
風景( 花･ 鳥｡ 蝶｡ 木
立･ 雲･ 波）など自
然をテーマにデザ
インし、色をかさ
ねています。
（柿沼産婦人科に展示
７／１～７／3 1 ）

鴬

阪神芦屋駅北へ１分・芦屋警察署東隣り
茸（07 9 7）3 1 - 1 2 3 4（ＦＡＸ兼用）

月限～土昭まで診療しています。木畷・土晒は午前のみ。
当G A T m R Y に掲載ご希望の方は月刊神戸っ子まで御連絡下さい。

葱p』些延壷

斡
篭
蕊
鴬
韓
蕊
悪
戦
驚
頬
調
溌
爵
蕊
輔

．…･…･A f f e r F d s h i o n
やさしくしないと､タ麦をこれる。
それは､ お酒落着に人気のアセテートとレーヨンですｂ
デリケート葱のて:汚れすぎるとハードなｸ ﾘ ｰ ﾆ ﾝ ｸ ﾞ
処理亡せっかくの光沢や発色性の良さを損なうこと
になりかねません。やさしく扱って、着るたびにお手入
れをしてくだきい９

Iiiil
龍

識
難
雛
渉
鍾

バラの思い出
（染額）

3２

両跡債
☆健保適用産婦人科｡ 内科( 女性専科）

本社／神戸市灘区記田町1 0 7 8 - 8 2 2 - 6 6 6 0■神戸工場/ 0 7 8 - 8 5 1 - 2 4 4 0
ローブ･ニシジマ三宮/ 0 7 8 - 3 3 2 - 2 4 4 0■ローブ･ニシジマ山手/ 0 7 8 - 2 2 1 - 2 4 4 0

ローブ･ﾆｼジﾏ芦屋/0797-38-3303■ローブ･ﾆｼジﾏ宝塚/0797-72-0810
大阪工場/ 0 6 - 8 5 3 - 1 3 3 2 .口ローブ･ニシジマつかしん/ 0 6 - 4 2 0 - 3 7 5 4

リフォーム･フルフル/ 0 7 8 - 2 2 1 - 9 1 1 0

蔓柿沼産婦人科
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ひ
と
り
身
の
指
に
紫
ほ
そ
き
穂
を

摘
み
て
は
つ
ぶ
す
女
あ
り
け
り

点
々
と
発
光
体
の
か
が
や
き
を

な
す
ゆ
え
覗
き
に
ゆ
く
月
見
草

浜
木
綿
は
殺
気
を
帯
び
て
か
が
や
け
り

開
か
ん
と
し
て
突
き
ぬ
け
る
幹

夏
一
山

伊
藤
道
子

カ
ッ
ト
／
石
阪
春
生

J 卜、’＞特’う毎ｋＡ

国
ポ
エ
ム
。
ド
・
コ
ウ
ベ
八
７
月
Ｖ

火
口
湖
の
淵
よ
り
風
の
湧
き
あ
が
り

吹
か
れ
て
は
火
の
ご
と
き
長
き
髪

よ
り

角
川
書
店
「
空
の
ド
ー
ム
」

１
３３
１
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